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研究分野：個体群生態学、行動生態学

https://sites.google.com/site/usptakakura/

有害生物・外来生物などを対象に、その個体数や分布を決定する要因を進化生態学
的な観点から解明し、その有効な管理手法などを開発する。

生生物物間間相相互互作作用用のの視視点点かからら
身身近近なな生生物物相相のの成成立立要要因因をを解解きき明明かかすす

■■在在来来雑雑草草のの衰衰退退やや生生態態変変化化ににおおけけるる外外来来生生物物のの影影響響評評価価

在来種の雑草の中には、現在では絶滅が危惧されるものも少なくない。また、その生態がかつてとは異
なってしまったと考えられる在来雑草もある。我々は、外来雑草との相互作用（繁殖干渉）が引き金とな
り、在来雑草の衰退が生じただけではなく、在来雑草と花粉媒介昆虫・種子散布昆虫との関係が変化した
ことを突き止めた。それらの成果に基づき、外来生物による影響のメカニズムの解明や、より現実的な外
来生物影響の抑制手法を目指している。

■■野野外外生生物物集集団団のの個個体体群群特特性性のの研研究究

野生生物、特に農生態を構成する生物種について、その個体数や分布範囲を決定する要因を明らかにす
るため、近縁他種、捕食者、寄生者との相互作用に注目し研究を行っている。研究対象は主に昆虫である
が、その捕食者や寄生者として脊椎動物やウイルスなども視野に入れた研究を進めている。研究にあたっ
ては、野外調査だけでなく、室内実験や分子マーカーの利用など、多用な手法を組み合わせて取り組んで
いる。

■■生生態態・・環環境境・・健健康康デデーータタのの統統計計学学的的解解析析

野外や実社会で収集されるデータは、必ずしも網羅的ではなく、しばしば様々なノイズを伴っているた
めに、データの有効利用にはやや特殊な解析手法を必要とする。本研究室では、状態空間モデルや階層ベ
イズモデルなどを用いて、野外調査で得られたデータから有用な情報を抽出し、さらにはその結果に基づ
いて環境変化の影響を予測することを目指している。また、これらの解析テクニックを他分野でも応用し、
環境測定データや感染症疫学データの解析にも取り組んでいる。

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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研究分野：環境経済学、農業経済学

研究室ＨＰ：https://dbrm-usp.com/staff/stf_masudak/

農業生産に関わる持続可能性指標を多面的に定量化し、どのような農業生産体系が
最適なのかを探索しています。

持持続続可可能能なな農農業業生生産産ののたためめのの最最適適化化モモデデリリンンググ

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

■■農農業業生生産産体体系系のの環環境境効効率率分分析析

どのような農業生産体系が環境効率的なのかを、包絡分析法に基づいた環境効率スコアを用いて解明して
います。

Masuda (2016)：わが国の小麦生産体系を対象とした環境効率分析

Masuda (2018，2019)：わが国の水稲生産体系を対象としたエネルギー・環境効率分析

■■農農業業生生産産体体系系のの多多目目的的最最適適化化分分析析

様々な持続可能性指標を向上させるためにどのような農業生産体系がベターなのかを、多目的最適化手法
を用いて解明しています。

Masuda (2023)：滋賀県の水田作農業経営を対象とした多目的最適化分析

Masuda (2025)：北海道の水田輪作体系を対象とした多目的最適化分析

■■主主なな研研究究成成果果
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経経済済的的成成果果 環環境境的的成成果果

食食料料安安全全保保障障

どどんんなな農農業業生生産産体体系系がが
ベベタターー？？
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